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主なトピックス（2012年4～9月）
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ＪＸエネルギー

ＪＸ開発

ＪＸ金属

ＪＸＨＤ

5月 パワー・カーボン・テクノロジー社のリチウムイオン電池用負極材工場が竣工

8月 仙台製油所および下松事業所においてメガソーラー発電事業の開始を決定（2013年1月～）

8月 ベトナムにおいて潤滑油製造販売会社の設立を決定
9月 家庭用燃料電池エネファームをＳＯＦＣに一本化

9月 韓国ＳＫグループとの潤滑油ベースオイル製造に係る共同事業を開始（2012年10月～）

8月 英領北海においてピアース油田権益と交換でキヌール油田権益を取得

9月 ミャンマー海上において、新規探鉱鉱区を取得

9月 グループの精密加工事業を統合および再編（2013年1月～）

9月 チリ・アルゼンチンにおいて銅・金の探鉱権益を取得

9月 車載向けリチウムイオン電池用正極材の新製造設備が竣工

6月 第2回定時株主総会を開催

6月 韓国ＳＫグループとのパラキシレン製造に係る合弁事業を開始

6月 新潟県佐渡南西沖における試掘調査の実施を決定

4月 「使用済みリチウムイオン電池からのレアメタルリサイクル設備」等が竣工

6月 豊羽地区で進めている地熱開発のための調査井からの噴気を確認

7月 水島製油所において高圧ガス保安法に基づく保安検査の不備が判明
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原油価格

（＄/bbl)

石油精製販売

（＄/bbl)

1Q 2Q
ドバイ原油 37 54 61 77 82 70 84 110 106 106

09年度 10年度
12年度

11年度平均価格 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度



時期 実行

STEP 1 2010年10月 ▲40.0 万ＢＤ

STEP 2 2014年3月 ▲18.0 万ＢＤ （室蘭石化工場化）

削減能力

(246)
(360)

(197)

(190)
(80)

(120)
(109)

(140)
(277)

(340)

会社 時期 実行

富士石油 2010年10月 ▲5.2 万ＢＤ

昭和シェル石油 2011年9月 ▲12.0 万ＢＤ

コスモ石油 2013年7月 ▲14.0 万ＢＤ

出光興産 2014年3月 ▲12.0 万ＢＤ

削減能力

4

国内最高の競争力を有する製造・販売体制の構築

2011年度

（実績）

2012年度

（見通し）

購買部門

精製部門

その他コスト削減

調達・需給・物流部門

製油所効率化

（９０９）

（１，１５０）

 統合シナジー・製油所効率化 精製能力削減
 ＪＸの精製能力削減計画

 他社の精製能力削減計画

エネルギー供給構造高度化法への対応も
（2014年3月が期限）

（単位：億円，2009年度対比の累計額）

中計目標（1,090億円）

達成の見通し

石油精製販売
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石油精製販売

（出典：石油連盟資料他より当社作成）
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国内石油製品（白油４品）マージン推移

* スポット価格ー全国通関原油ＣＩＦ（石油税・金利含み）

2010年度

平均

2009年度

平均

2011年度

平均

円/Ｌ 東日本
大震災発生

2012年度

上期平均

石油精製販売
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石油精製販売

国内マージン（ガソリン）

注：マージン ＝ スポット価格 - 全国通関原油CIF（石油税、金利含み） （出典：財務省通関統計）

（円/Ｌ）

2011年1Ｑ平均
2011年3Ｑ平均

2011年2Ｑ平均
2012年2Ｑ平均

2012年1Ｑ平均

2011年4Ｑ平均
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国内マージン（灯油）

注：マージン ＝ スポット価格 - 全国通関原油CIF（石油税、金利含み）

（円/Ｌ）

（出典：財務省通関統計）

石油精製販売

2011年1Ｑ平均

2011年2Ｑ平均

2011年4Ｑ平均

2012年2Ｑ平均

2011年3Ｑ平均

2012年1Ｑ平均
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国内マージン（軽油）
石油精製販売

（円/Ｌ）

注：マージン ＝ スポット価格 - 全国通関原油CIF（石油税、金利含み） （出典：財務省通関統計）

2012年1Ｑ平均

2012年2Ｑ平均2011年2Ｑ平均

2011年1Ｑ平均

2011年3Ｑ平均

2011年4Ｑ平均
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国内マージン（Ａ重油）
石油精製販売

（円/Ｌ）

注：マージン ＝ スポット価格 - 全国通関原油CIF（石油税、金利含み） （出典：財務省通関統計）

2012年2Ｑ平均

2011年4Ｑ平均

2011年2Ｑ平均

2011年1Ｑ平均

2011年3Ｑ平均
2012年1Ｑ平均
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パラキシレン価格・マージン（対ナフサ・対原油）

（＄/ton）

石油精製販売

＊ ＡＣＰ未決の月についてはスポット価格の平均値を採用

（＄/ton)

1Q 2Q
Asian Contract Price 829 903 1,103 1,119 1,020 999 1,162 1,555 1,497 1,397
対原油マージン 563 514 660 556 425 493 550 754 723 624
対ナフサマージン 416 389 511 351 309 369 388 585 604 482

12年度
08年度平均価格 04年度 05年度 10年度06年度 07年度 11年度09年度
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ベンゼン価格・マージン（対ナフサ・対原油）
石油精製販売

（＄/ton）

（＄/ton)

1Q 2Q
Asian Contract Price 914 786 907 1,034 844 791 948 1,111 1,155 1,112
対原油マージン 648 397 464 471 249 285 336 310 382 338
対ナフサマージン 501 271 315 265 133 161 174 146 262 197

12年度
平均価格 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 10年度09年度 11年度
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プロピレン価格・マージン（対ナフサ・対原油）
石油精製販売

（＄/ton）

（＄/ton)

1Q 2Q
極東スポット 883 948 1,138 1,123 1,070 1,050 1,258 1,433 1,367 1,361
対原油マージン 617 559 695 563 475 544 646 633 594 587
対ナフサマージン 470 434 550 354 359 420 484 469 474 446

12年度
10年度04年度 05年度 06年度 07年度 08年度平均価格 09年度 11年度
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2008年6月
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2008年11月
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油種別販売数量（2011年上期実績・2012年上期実績）
石油精製販売

万KL 万KL

972 963 -0.9%
　　（ハ　イ　オ　ク） (130) (123) -5.6%
　　（レ　ギ　ュ　ラ　ー） (836) (834) -0.3%

157 191 21.7%

66 75 13.8%

170 154 -9.4%

591 605 2.4%

267 258 -3.4%

362 522 44.1%

　　　（電　力　Ｃ） (224) (388) 73.2%
　　　（一　般　Ｃ） (138) (134) -2.9%

2,585 2,767 7.0%

163 252 54.6%

155 156 0.5%

259 269 3.9%

 輸  出  燃  料  油 432 542 25.5%

12 13 14.7%

249 312 25.2%

3,854 4,311 11.9%

1,054 886 -15.9%

4,908 5,197 5.9%

2011年 上期 2012年 上期

増減率

総     合     計

油　　種

揮　　　発　　　油　

ナ　　　フ　　　サ

ジ　　ェ　　ッ　　ト

　灯　　　　　　　油　

軽　　　　　　　油

Ａ　　　重　　　油

Ｃ　　　重　　　油

ジ  ョ  イ  ン  ト  等

原　　　　　　　油

潤 滑 油 ・ 特 品

  化　　学　　品 （万ｔ）

内 需 燃 料 油 計

　　Ｌ　　Ｐ　　Ｇ　（万ｔ）

石　　　　炭 （万ｔ）

ジョイント等除き計



＜社有ＳＳ数＞

＜セルフＳＳ数＞

12年9月末

2,525

12年9月末

2,468

7,052

ＪＸグループ

09年度末 10年度末

2,893 2,701

ＪＸグループ

全　　　　国

09年度末 10年度末

2,378 2,385

6,906 6,935

11年度末

11年度末

2,573

2,423

7,001

05年度末 06年度末 07年度末 08年度末 09年度末 10年度末 11年度末 12年 9月末

ＪＸグループ 14,640   14,076   13,474   13,318   12,687   12,149   11,730   11,645   

Ｅ Ｍ Ｇ 5,837   5,426   4,911   4,489   4,199   3,979   3,773   3,609   

出 光 興 産 5,249   5,059   4,808   4,598   4,338   4,148   3,997   3,962   

昭 和 シ ェ ル 4,689   4,560   4,417   4,256   4,102   3,922   3,760   3,675   

コ ス モ 4,552   4,359   4,188   3,913   3,768   3,609   3,498   3,390   

そ の 他 元 売 2,066   2,006   1,935   1,257   1,245   1,194   1,160   1,164   

37,033   35,486   33,733   31,831   30,339   29,001   27,918   27,445   

(79.8%)   (79.4%)   (78.4%)   (77.4%)   (76.8%)   (76.5%)   (75.7%)   (75.6%)   

9,367   9,214   9,267   9,269   9,161   8,899   8,982   8,855   

(20.2%)   (20.6%)   (21.6%)   (22.6%)   (23.2%)   (23.5%)   (24.3%)   (24.4%)   

合 計 46,400   44,700   43,000   41,100   39,500   37,900   36,900   36,300   

Ｐ Ｂ 他

元 売 計
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固定式ＳＳ数推移
石油精製販売

＊4

＊1

＊2

＊3

＊3
＊5

＊5

＊1.エッソ、モービル、ゼネラルの合算

＊2．（07年度末まで）九石、太陽、三井、キグナスの4社合計、（08年度末以降）太陽、三井、キグナスの3社合計

＊3. 当社推定

＊4. 元売系列のセルフＳＳのみ

＊5.出光興産のデータは2012年6月末現在

（出典：燃料油脂新聞、石油情報センター他より当社作成）



揮 発 油 28,690 28,662 99.9

灯 油 4,575 4,460 97.5

軽 油 15,962 16,353 102.5

Ａ 重 油 6,069 5,898 97.2

４ 品 計 55,295 55,373 100.1

内需燃料油 88,968 92,165 103.6

前年同期比

（％）

11年度 上期

（千ＫＬ）

12年度 上期

（千ＫＬ）
油 種

揮 発 油 33.9 33.6

灯 油 41.7 39.2

軽 油 37.1 37.0

Ａ 重 油 43.9 43.7

４ 品 計 36.6 36.1

内需燃料油 34.8 35.9

油 種
11年度 上期

（％）

12年度 上期

（％）
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販売シェア・内需・稼働率

（出典：石油連盟資料他より当社作成）

石油精製販売

燃料油販売シェア

稼働率推移（定修、震災影響除き）

内需（前年同期比）

＊＊

＊ 電力向け原油を除く

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 11年度 12年 上期

　 　

94% 93% 91% 89% 85% 78% 86% 88% 86%

     注： 水島、鹿島のコンデンセートスプリッターを除外している。

ＪＸグループ
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石油精製販売

二次装置装備率の国際比較

※二次装置：接触分解装置、水素化分解装置、熱分解装置、ＳＤＡ、ＩＰＰ

（出典：Oil & Gas journal,石油資料他より当社作成）
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アジア内需取り込みを中心とした海外事業強化

 韓国ＳＫグループと合弁で年産100万トン
のパラキシレン製造会社を設立
（2012年6月）

 ドバイに潤滑油の販売会社を設立
（2011年7月）

 インドネシアで潤滑油製造工場が稼働開始
（2012年4月）

 韓国ＳＫグループとベースオイル 製造に
係る共同事業を開始
（2012年10月）

 パラキシレン  潤滑油

 石炭
 インドネシアで炭鉱保有会社の株式を取得

（2011年6月）
 エクストラータグループより、カナダに

おける原料炭開発鉱区の権益を取得
（2012年3月）

石油精製販売
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エネファームの販売価格目標

新規事業の育成推進

（万円/台）

2015201220082005

770万円

582万円

481万円

329万円

50万円

石油精製販売

270万円

 燃料電池

 コンパクトで発電効率の高い固体酸化物形
（ＳＯＦＣ型）燃料電池の販売開始

（2011年10月）

 震災後の新エネルギーに対する高い関心
を背景に、販売台数増加
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埋蔵量 評価 基準について

確認埋蔵量の定義：
既発見貯留層から当社が想定する経済条件、操業方法、法規制等のもと、地球科学的および生産・油層工学的データの分

析により高い確度をもって商業回収可能と合理的に評価される石油・天然ガス量のことを指します。
確率的には、実際の回収量がその評価値以上になることが、90％以上あるとされています。

推定埋蔵量の定義：
確認埋蔵量と同様に評価されるものの、回収可能性が確認埋蔵量より低く、予想埋蔵量より高いと評価される追加石油・天

然ガス埋蔵量のことを指します。
確率的には、実際の回収量が確認および推定埋蔵量の評価合計値以上になることが、50％以上あるとされています。

石油開発

当社の埋蔵量評価は、「PRMS基準」に準拠しております。
PRMS（Petroleum Resources Management System）基準とは、石油技術者協会（SPE/Society of Petroleum Engineers）、

世界石油会議（WPC/World Petroleum Congress）、米国石油地質技術者協会（AAPG/American Association of Petroleum 
Geologists）及び石油評価技術者協会（SPEE/Society of Petroleum Evaluation Engineers）の4組織により策定されたもので、
国際基準として知られています。

埋蔵量は、その確からしさの順に、確認・推定・予想埋蔵量に区分されます。当社の報告埋蔵量は、同業他社の動向に鑑
み、 PRMS基準において定義されている埋蔵量（Reserves）のうち、確認および推定埋蔵量の合計値を採用しております。



2011年12月末 埋蔵量 2010年12月末 埋蔵量

油 ガス （百万boe） （百万boe）

〔米国メキシコ湾〕

JX NOEX USA 4 3 1 25 27
〔カナダ〕

日本カナダ石油 13 13 - 251 253
〔英国北海〕

JX NEPUK 8 6 2 47 20
〔ベトナム〕

日本ベトナム石油 8 6 2
〔ミャンマー〕

日石ミャンマー 9 1 8
〔マレーシア〕

JX日鉱日石マレーシア 22 4 18
JX日鉱日石サラワク 18 2 16

〔インドネシア〕 ＜小計＞ ＜小計＞

日石ベラウ 22 1 21 259 319
〔パプアニューギニア〕

マーリン・サザンハイランド石油開発 6 6 -
〔オーストラリア〕 ＜小計＞ ＜小計＞

JX NOEX Australia 1 1 - 99 87
〔ＵＡＥ・カタール他〕

アブダビ石油・合同石油他 10 10 0 69 69
合計 121 53 68 749 775

プロジェクト地域/会社
2012年 1-6月販売量 （千boed）
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主な石油・天然ガス開発プロジェクトの概要

*1 プロジェクトカンパニーベース販売量。ただしアブダビ石油・合同石油他は出資ベース販売量

石油開発

*1



国名（鉱区名） 種類 　

英国（新規）  ●

ベトナム(16-2) ガス ●

UAE（新規＋更新） 油 ● ●

米国(Davy Jones) ｶﾞｽ ●

ベトナム(05-1b) 油/ｶﾞｽ ●

英国(ｶﾘｰﾝ) ｶﾞｽ ●

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(WAｰ290-P) ｶﾞｽ ●

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ(PPL219) 油 ●

カタール（Block A） ｶﾞｽ ●

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(WAｰ191-P) 油 　 ●

ベトナム（101-100/04) 油 ●

ﾏﾚｰｼｱ（Deepwater Block R） 油 ●

米国(Davy Jones) ｶﾞｽ ●

ミャンマー(M-11) ｶﾞｽ ●

2010年10月

2011年1月

2011年5月

2011年3月

2011年4月

2011年2月

新
規
鉱
区
の
取
得

油
・
ガ
ス
層
の

発
見

油
・
ガ
ス
層
の

広
が
り
の
確
認

生
産
中
油
田
の

利
権
更
新

2011年7月

2012年1月

2012年1月
開発移行決定

2012年3月

天
然
ガ
ス
産
出
の

確
認

2012年9月
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中期的な生産量の維持・拡大

（最近の成果）（生産計画）

石油開発
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主なプロジェクトの探鉱・開発スケジュール

石油開発

主な油ガス田

1990年 2000年 2010年 2

1996年
権益取得

マグナス油田
（英国北海）

1990年
権益取得

クツブ油田
（パプアニューギニア）

2010年
試掘成功

ベトナム05-1ｂ/ｃ鉱区

ムバラス油田
（アブダビ ムバラス鉱区）

2011年
新利権契約締結

1973年
生産開始

ヘラン・ガス田
（マレーシア SK10鉱区） 1990年

試掘成功

ジンタン・ガス田
（マレーシア SK8鉱区） 1992年

試掘成功

タングーLNGプロジェクト
（インドネシア） 1997年

試掘成功

探鉱・開発スケジュール

2009年
最終投資決定

PNG LNGプロジェクト
（パプアニューギニア）

ベトナム16-2鉱区

2009年 試掘成功 2010年 試掘成功

デイビー・ジョーンズ構造
（米国 SM230/231/234/235鉱区） 2010年 試掘成功

2011年
評価井によって広がりを確認

ランドン油田
（ベトナム15-2鉱区）

1994年
試掘成功

カリーン構造
（英国北海 22/25a鉱区） 2008年 試掘成功 2011年

評価井によって広がりを確認

2014年
生産開始予定

2012年
天然ガス産出を確認

探鉱段階

開発段階

生産段階
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主な個別プロジェクトの概要①

米国メキシコ湾①

生産中鉱区：Ｋ2、Orchard North、MP140、ST179、

WC265/266

【2012年1-6月販売数量】 4,100 boed

(油 2,800 b/d、ｶﾞｽ 7.8 mmcf/d)

・1990年以降テキサス州陸上鉱区、メキシコ湾大陸

棚域および深海域において探鉱・開発・生産事業

を展開中

・Orchard Northガス田、Aconcaguaｶﾞｽ田、Virgoｶﾞｽ

田に加え、2005年ﾃﾞﾎﾞﾝ社より、2007年にはｱﾅﾀﾞﾙｺ

社よりメキシコ湾の油ｶﾞｽ田権益を取得

・2010年9月 浅海・深海資産の一部を売却

石油開発

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟﾟの出資比率

JX Nippon Oil Exploration (U.S.A.) Ltd. (100%)

【権益比率】 11.6%-62.5%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ｱﾅﾀﾞﾙｺ、Hilcorp Energy 他

生産中

生産活動
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主な個別プロジェクトの概要②

米国メキシコ湾② Davy Jones

・2008年9月 探鉱を開始

・2010年1月 ｶﾞｽ層を発見

・2011年2月 ﾃﾞｲﾋﾞｰｼﾞｮｰﾝｽﾞ構造の広がりを確認

・2012年3月 天然ｶﾞｽの産出を確認

石油開発

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟﾟの出資比率

JX Nippon Oil Exploration (Gulf) Ltd. (100%)

【権益比率】 12%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 McMoRan Oil & Gas LLC

探鉱中

探鉱活動



【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

日本ｶﾅﾀﾞ石油（株）(100%)

【権益比率】 5%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ｼﾝｸﾙｰﾄﾞ・ｶﾅﾀﾞ
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主な個別プロジェクトの概要③

カナダ

【2012年1-6月販売数量】 13,300 boed

(油 13,300 b/d)

・1978年 Syncrude合成原油出荷開始

・1992年 ﾍﾟﾄﾛｶﾅﾀﾞ社より権益を取得

石油開発

生産中

生産活動
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主な個別プロジェクトの概要④

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】（ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

JX Nippon Exploration and Production (U.K.) 

Limited(100%)

【権益比率】 2.1%-85.0% 

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 BP、ｼｪﾙ､ﾏﾗｿﾝ 他

石油開発

英国北海①

生産中鉱区：ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ、ﾑﾝｺﾞ/ﾓﾅﾝ、ﾐﾚﾝ/ﾏﾄﾞｰｽﾞ、

ﾌﾞﾚｲﾝ、ﾏｸﾞﾅｽ油田、ﾌﾞﾚｲｶﾞｽ田等

【2012年1-6月販売数量】 7,600 boed

(油 6,100 b/d、ｶﾞｽ 9.0 mmcf/d)

・1994年から2002年にかけて各鉱区の権益を取得

開発中鉱区：ｷﾇｰﾙ油田

・2012年8月 ﾋﾟｱｰｽ油田との権益交換によって、

開発中のｷﾇｰﾙ油田権益を取得

探鉱中鉱区：22/25a（カリーン構造）他

・2011年3月 天然ｶﾞｽ、ｺﾝﾃﾞﾝｾｰﾄの広がりを確認

生産中 開発中 探鉱中

生産活動

開発活動

探鉱活動

Copyright  2012 JX Holdings, Inc.
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主な個別プロジェクトの概要⑤
石油開発

英国北海②

◆ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ鉱区

ｼｪﾄﾗﾝﾄﾞ諸島西方海域

214/26、214/27b

【権益比率】 40% 

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】（）内当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

JX Nippon Exploration and Production   

(U.K.) Limited (100%)

◆ﾉﾝｵﾍﾟﾚｰﾀｰ鉱区

中部海域

22/16、22/17b、22/20b、22/23c、22/30g、

23/26e、30/1a、16/1a、16/2d、16/6c

【権益比率】 10-25% 

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 GDFｽｴｽﾞ、BP、ﾏｰｽｸ、TAQA

2010年に政府が実施した公開入札(26次ﾗｲｾﾝｽﾗｳﾝﾄﾞ)で、新規探鉱鉱区を取得

探鉱中
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主な個別プロジェクトの概要⑥

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

日本ﾍﾞﾄﾅﾑ石油（株）（97.1%）

【権益比率】 ﾗﾝﾄﾞﾝ：46.5%

ﾌﾝﾄﾞﾝ：64.5%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 日本ﾍﾞﾄﾅﾑ石油（株）

ベトナム① (15-2鉱区)

石油開発

【2012年1-6月販売数量】 7,600 boed

(油 5,900 b/d、ｶﾞｽ 10.2 mmcf/d)

・1992年 15-2鉱区権益取得

・1994年 ﾗﾝﾄﾞﾝ油田を発見し1998年より生産開始

・2008年2月 ﾗﾝﾄﾞﾝCDMにつき、国連より排出権発行

・2008年7月 ﾗﾝﾄﾞﾝ油田の累計生産量1億5,000万ﾊﾞﾚﾙを達成

・2008年8月 ﾌﾝﾄﾞﾝ油田生産開始

・2011年4月 ﾗﾝﾄﾞﾝCDMにつき、国連より2回目の排出権発行

生産中

生産活動
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主な個別プロジェクトの概要⑦

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

新日石ｸｰﾛﾝ石油開発（株）（29.5%）

【権益比率】 40%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 PVEP

ベトナム② (16-2鉱区)

石油開発

・2007年11月 16-2鉱区権益取得

・2009年11月 試掘1号井掘削（天然ｶﾞｽ・ｺﾝﾃﾞﾝｾｰﾄ発見)

・2010年 8月 試掘2号井掘削（天然ｶﾞｽ・ｺﾝﾃﾞﾝｾｰﾄ発見)

探鉱中

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要⑧

・2004年10月 05-1b/c鉱区権益取得

・2010年 8月 試掘1号井掘削（油・ｶﾞｽ発見)

ベトナム③ (05-1b/c鉱区)

石油開発

探鉱中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】（ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

ＪＸ日鉱日石開発（株）（100.0%）

【権益比率】 35%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 出光ｵｲﾙｱﾝﾄﾞｶﾞｽ開発（株）

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要⑨

ミャンマー① （M-12、13、14鉱区）

【2012年1-6月販売数量】 8,500 boed
(油 800 b/d、ｶﾞｽ 46.2 mmcf/d)

・1991年 ミャンマー海上M-13/14鉱区権益を取得
・1992年 M-12鉱区権益を取得、 同年ｲｪﾀｸﾞﾝ・ｶﾞｽ田を

発見
・2000年 タイのﾗﾁｬﾌﾞﾘ発電所向けに天然ｶﾞｽの生産を

開始

石油開発

生産中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

日石ﾐｬﾝﾏｰ石油開発（株）(50%)

【権益比率】 19.3%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ﾍﾟﾄﾛﾅｽ・ﾁｬﾘｶﾞﾘ

生産活動
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主な個別プロジェクトの概要⑩

ミャンマー② （Ｍ-11鉱区）

・2012年 9月 ミャンマー海上M-11鉱区権益を取得

・2013年 試掘井1坑を掘削予定

石油開発

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

ＪＸ日鉱日石ミャンマー石油開発（株）(100%)

【権益比率】 15%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 PTTEPI

探鉱中

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要⑪

マレーシア①(SK10)

生産中鉱区：SK10（ﾍﾗﾝ・ｶﾞｽ田）

【2012年1-6月販売数量】 21,700 boed

(油 3,900 b/d、ｶﾞｽ 106.8 mmcf/d)

・1987年 ｻﾗﾜｸ州沖SK10鉱区権益を取得

・1990年 ﾍﾗﾝ・ｶﾞｽ田を発見し、2003年より生産開始

・1991年 ﾗﾔﾝ・ｶﾞｽ田を発見

石油開発

生産中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

JX日鉱日石ﾏﾚｰｼｱ石油開発（株）(78.7%)

【権益比率】 75% 

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 JX日鉱日石ﾏﾚｰｼｱ石油開発（株）

生産活動
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主な個別プロジェクトの概要⑫

マレーシア②(SK8)

生産中鉱区：SK8（ｾﾗｲ、ｼﾞﾝﾀﾝ、ｻﾃﾞﾘ・ｶﾞｽ田他）

【2012年1-6月販売数量】 18,300 boed

(油 1,900 b/d、ｶﾞｽ 98.4 mmcf/d)

・ 1991年 SK8鉱区権益を取得

・ 1992年から1994年にかけてｼﾞﾝﾀﾝほか6ｶﾞｽ田を
発見し、2004年ｾﾗｲおよびｼﾞﾝﾀﾝ・ｶﾞｽ田で生産
開始

・ 2008年 ｻﾃﾞﾘ・ｶﾞｽ田が生産開始

石油開発

生産中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

JX日鉱日石ｻﾗﾜｸ石油開発（株）(76.5%)

【権益比率】 37.5%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ｼｪﾙ

生産活動
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主な個別プロジェクトの概要⑬

・ 2007年12月 ｻﾗﾜｸ陸上SK333鉱区権益を取得

石油開発

マレーシア③(SK333) 探鉱中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

JX日鉱日石ｻﾗﾜｸ陸上石油開発（株）(40.5%)

【権益比率】 75%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 JX日鉱日石ｻﾗﾜｸ陸上石油開発（株）

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要⑭

マレーシア④(PM308A)

石油開発

・ 2008年4月 ﾏﾚｰ半島沖海上PM308A鉱区権益を取得

探鉱中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

JX日鉱日石半島ﾏﾚｰｼｱ石油開発（株）(37.7%)

【権益比率】 40.0%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 Lundin

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要⑮

マレーシア⑤ (Deepwater Block R)

・ 2012年1月 ｻﾊﾞ州沖Deepwater Block R鉱区権益
を取得

石油開発

探鉱中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

JX日鉱日石ｻﾊﾞ深海石油開発（株）(100%)

【権益比率】 37.5%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 JX日鉱日石ｻﾊﾞ深海石油開発（株）

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要⑯

インドネシア

生産中プロジェクト：タングＬＮＧプロジェクト

【2012年1-6月販売数量】 21,900 boed

(油 700 b/d、ｶﾞｽ 127.2 mmcf/d)

・1990年より試掘3坑を掘削し、天然ｶﾞｽを発見。

その後、ﾌｫﾙﾜﾀ構造、ｳｨﾘｱｶﾞｰﾙﾃﾞｨｰﾌﾟ構造等に

おいて天然 ｶﾞｽを発見

・2002年12月 ﾍﾞﾗｳ、ｳｨﾘｱｶﾞｰﾙおよびﾑﾂﾘの3鉱区

のﾊﾟｰﾄﾅｰ間で鉱区をﾕﾆﾀｲｽﾞし、共同開発

・2009年6月 ﾀﾝｸﾞLNG生産開始

・2009年7月 ﾀﾝｸﾞLNG第１船出荷

石油開発

生産中 【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】（ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

日石ﾍﾞﾗｳ石油開発（株）(51%)

【権益比率】 12.2%（ﾕﾆﾀｲｽﾞ後）

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 BP

生産活動
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主な個別プロジェクトの概要⑰

【2012年1-6月販売数量】 6,100 boed

（油 6,100 b/d）

・1990年 ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ探鉱鉱区の権益を保有するﾏｰﾘﾝ

社を買収

その後ｸﾂﾌﾞ、ﾓﾗﾝ、ｺﾞﾍﾞ、SEｺﾞﾍﾞ、SEﾏﾅﾝﾀﾞ油

田において開発/生産事業を推進

・2008年 AGL社より油田権益を追加取得

・2011年4月 PPL219鉱区 試掘井「Mananda-5」で油を発見

石油開発

パプアニューギニア① 生産中 探鉱中
【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

Merlin Petroleum Company  (79%)

Nippon Oil Exploration （Niugini）Pty.LTD (30.4%)

ｻｻﾞﾝﾊｲﾗﾝﾄﾞ石油開発(株) (80%)

ﾏｰﾚｲ石油(株) (29.4%)

【権益比率】 8.6-73.5%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ｵｲﾙｻｰﾁ、ｴｸｿﾝﾓｰﾋﾞﾙ他

生産活動

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要⑱

開発中プロジェクト：PNGLNGプロジェクト

・2008年12月 AGL社よりLNGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ権益を取得

・2009年12月 PNG LNGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ参加企業間でLNGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

事業化に向け最終投資決定に合意

2014年の生産開始に向け開発中

石油開発

パプアニューギニア② PNG LNG 開発中
【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

Nippon Papua New Guinea LNG LLC (79%)

【権益比率】 4.7%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ｴｸｿﾝﾓｰﾋﾞﾙ

開発活動



42Copyright  2012 JX Holdings, Inc.

主な個別プロジェクトの概要⑲

オースト ラリ ア

【2012年1-6月販売数量】 1,300 boed

（油 1,300 b/d）

・2002年 WA-191-P鉱区を取得、ﾑﾃｨﾆｱ油田、ｴｸｾﾀｰ
油田を発見し、2005年より生産開始

・2011年5月 WA-191-P鉱区、ﾌｨﾇｹｲﾝ･ｻｳｽ構造にて
原油を発見

・2012年1月 ﾌｨﾇｹｲﾝ･ｻｳｽ油田の開発移行決定

・2011年4月 WA-290-P鉱区、試掘井「Zola-1」で
ガス層を発見

石油開発

生産中 探鉱中開発中 【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率
JX Nippon Oil & Gas Exploration (Australia)Pty.Ltd

(100%)

【権益比率】 15%-25%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 Santos（WA-26-L,WA-27-L,WA-191-P）
Apache（WA-290-P)

生産活動

開発活動

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要⑳

ＵＡＥ・カタール

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】（ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率
ｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ石油（株）(31.5%)

【権益比率】 100%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ石油（株）

・1967年 ﾑﾊﾞﾗｽ鉱区の利権を取得
・1973年 ﾑﾊﾞﾗｽ油田生産開始
・1989年 ｳﾑｱﾙｱﾝﾊﾞｰ油田生産開始
・1995年 ﾆｰﾜｯﾄ・ｱﾙ・ｷﾞｬﾗﾝ油田生産開始
・2009年 3油田累計生産量3億ﾊﾞﾚﾙ達成
・2011年 新利権契約締結
・2012年 新利権契約施行

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】（ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率
合同石油開発（株）(45%)

【権益比率】 97%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ﾌﾞﾝﾄﾞｸ社

・1970年 ｴﾙ・ﾌﾞﾝﾄﾞｸ油田の権益を取得
・1975年 商業生産開始
・1983年 二次回収法（水攻法）により生産再開
・2006年 累計生産量2億ﾊﾞﾚﾙ達成

石油開発

El Bunduq
Umm Al Anbar 

Neewat Al
Ghalan

Hail

Mubarraz

油田 アブダビ石油 ブンドク社

生産中
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主な個別プロジェクトの概要㉑

カタール

石油開発

・2011年5月 ｶﾀｰﾙ海上Block A鉱区（ﾌﾟﾚ・ｸﾌ層）

権益取得

・2012年3月 ｶﾀｰﾙ海上Block A鉱区権益取得契約

正式発効

探鉱中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

ＪＸ日鉱日石ｶﾀｰﾙ石油開発（株）（100%）

【権益比率】 100%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ＪＸ日鉱日石ｶﾀｰﾙ石油開発（株）

探鉱活動
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主な個別プロジェクトの概要㉒

日本 （新潟沖）

石油開発

・2011年12月 経済産業省資源エネルギー庁から国内

石油天然ガス調査事業として試掘調査を

受託

・2013年春 基礎試錐実施予定

探鉱中

【ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会社】 （ ）内 当社ｸﾞﾙｰﾌﾟの出資比率

ＪＸ日鉱日石開発（株）（100%）

【権益比率】 100%

【ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ】 ＪＸ日鉱日石油開発（株）

探鉱活動
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銅価・ＬＭＥ在庫

LME銅価(月平均）LME銅在庫(月末）

金属

(￠/lb）

1Q 2Q

銅 136 186 316 344 266 277 369 385 357 350

平均価格 04年度 05年度 06年度 09年度
12年度

11年度 10年度07年度 08年度
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電気銅の世界需給
金属
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銅事業の概要

*1 ＪＸ日鉱日石金属の間接所有割合
*2 生産能力26万トンのうち、ＰＰＣ持分63.51％

ＪＸ日鉱日石金属

パンパシフィック・カッパー（PPC）

61万トン（日本）

LS-ニッコー・カッパー

56万トン（韓国）

45万トン
佐賀関製錬所
日立精銅工場

16万トン

日比共同製錬
玉野製錬所 *2

34.0% 5.0%

66.0% 39.9% *1

56万トン

温山工場

ロス ペランブレス
（チリ）

鉱石安定
調達

投資

投資利益

三井金属鉱業

15% *1

海外鉱山

エスコンディーダ
（チリ）

コジャワシ
（チリ）

3% *1

3.6% *1

製錬アライアンス

ＪＸホールディングス

金属
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鉱山開発プロジェクト①

ﾊﾟﾝﾊﾟｼﾌｨｯｸ・ｶｯﾊﾟｰ（PPC）： 75％

カセロネス銅鉱山（チリ）

生産計画

権益比率

（PPCはＪＸ日鉱日石金属66％と三井金属鉱業34％出資の合弁会社）

権益取得年月 2006年5月

権益取得金額 137百万ドル

開発投資額 約30億ドル（生産設備等初期投資額）

開発中

2013年操業開始

三井物産 ： 25％

生産期間 2013年～2040年（28年間）

SX-EW電気銅： 2013年1月～

当初10年間 28年平均 28年合計
精鉱（銅量） 15万ﾄﾝ/年 11万ﾄﾝ/年 314万ﾄﾝ
SX-EW電気銅 3万ﾄﾝ/年 1万ﾄﾝ/年 41万ﾄﾝ
合計 18万ﾄﾝ/年 12万ﾄﾝ/年 355万ﾄﾝ

3千ﾄﾝ/年 3千ﾄﾝ/年 87千ﾄﾝ

銅

モリブデン

金属

銅 精 鉱 ： 2013年9月～

（内14億ドルについては2011年7月に融資契約を締結）

Copyright  2012 JX Holdings, Inc.
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鉱山開発プロジェクト②

ﾊﾟﾝﾊﾟｼﾌｨｯｸ･ｶｯﾊﾟｰ（PPC） ： 40％

フロンテラ地域（チリ・アルゼンチン）

権益比率

（PPCはＪＸ日鉱日石金属66％と三井金属鉱業34％出資の合弁会社）

２０１２年９月 権益取得

NGEx Resources Inc.（ｶﾅﾀﾞ）： 60％

金属

主要探鉱地区

Los Helados地区（チリ、カセロネス鉱床の南20kmに隣接）

Filo del Sol地区（アルゼンチン）

探鉱実績

2004年以降PPCの権益取得までに、
Los Helados地区においてボーリング
調査が実施され、銅・金鉱床の賦存が
判明している。

フロンテラ地域
総面積：24,000ha
標高：4,400-4,900m

PPCは、JOGMEC(石油天然ガス･金属
鉱物資源機構)より、2012年9月に
探鉱権益を取得

Copyright  2012 JX Holdings, Inc.



湿式製錬法により低品位銅精鉱から効率的に
銅・金・銀などを回収する独自の新技術。

乾式製錬法に比べ、SOXが発生せず、大幅な省
エネとCO2排出量削減が可能。

2009年度下期よりパイロットプラントにて実
証試験を継続しており銅、金については良好
な結果を得ている。

2011年度以降、実操業ベースでの試験に向け
てＦＳレベルの設備設計を進める。

オーストラリア・パースのパイロットプラント

（銅量100トン/年規模）

51

日鉱塩化法

日鉱塩化法（N-Chlo Process） 日鉱塩化法の仕組み

金属

Copyright  2012 JX Holdings, Inc.
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【銅精鉱代】買鉱精錬会社が鉱山に支払う銅精鉱代は、LME価格から製錬マージン（TC/RC）を差し引いた金額。
【製錬マージン(TC/RC：溶錬費/精製費)】ベース分とP.P.分から成る。
【 P.P.(プライス･パーティシペーション)】

LME価格が一定の基準値を上回った分について、鉱山と製錬会社が一定割合で分配する制度。
【電気銅販売価格】LME価格と販売プレミアム（輸送費および関税等）から成る。

ＬＭＥ
電気銅価格

銅精鉱代
(ドル建)

ＴＣ／ＲＣの構造

銅精鉱
購入価格

電気銅
販売価格

Ｐ.Ｐ.分

ベース分

Ｐ.Ｐ.分

ベース分

販売プレミアム
(ドル建)

鉱山
取り分

製錬
取り分製錬

マージン
（TC/RC）
(ドル建)

ベースＴＣ／ＲＣの推移

金属

製錬事業の収益構造・ベースＴＣ／ＲＣの推移

（注）

（注）2010年末交渉は、契約相手・契約期間などにより、
TC/RCに複数の合意が形成された。

Copyright  2012 JX Holdings, Inc.
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環境リサイクル事業

・湿式処理により16種類の有価金属を効率的に回収

・隣接する日鉱環境の乾式処理設備とあわせ、独自のゼロ・エミッション型複合プロセスを形成

・リサイクル原料が大量に発生する首都圏（都市鉱山）に隣接する立地

・電材加工事業への安定的な原材料（インジウム、ニッケルなど）ソースとしての役割

日立メタル・リサイクリング・コンプレックス（ＨＭＣ）の概要

金属

【ＨＭＣ】 湿式プロセス

銅製錬

中間生産物
リサイクル原料

レアメタル精製工程（溶媒抽出）

銅電解

【JX金属環境】 乾式プロセス

産業廃棄物等 リサイクル原料

クリーンＺ炉

銅回収炉

酸化精製炉

Ｚ炉焼却灰

貴金属精製工程

亜鉛製錬工程 鉛製錬工程

金 2,400 kg/年

白金 600 kg/年
インジウム ビスマス

銅
6,000 t/年

銀 50 t/年

ニッケル錫亜鉛ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ 1,200 kg/年
ﾛｼﾞｳﾑ ﾙﾃﾆｳﾑ ｲﾘｼﾞｳﾑ

アンチモン カドミウム鉛Copyright  2012 JX Holdings, Inc.
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金属

電材加工事業

Copyright  2012 JX Holdings, Inc.


